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Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
の
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
は
果
肉
た
っ
ぷ
り
、
ゼ

リ
ー
の
部
分
も
果
汁
入
り
の
「
純
生
づ
く
り
」、
伊
予
柑
の
「
寒
づ

く
り
」、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
「
ま
る
ご
と
」
シ
リ
ー
ズ
に
加
え
て
、「
飲

む
ゼ
リ
ー
」
な
ど
、
多
彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
“
生
”
の
お
い
し
さ

を
追
求
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
の
製
造
は
、
規
格
外
の
伊
予
柑
に
付
加
価
値
を

つ
け
、生
産
者
の
手
取
り
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
に
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
は
果
樹
産
地
の
強
み
を
活
か
し
、
ゴ
ー
ル
ド
キ
ウ
イ
を
含
め
て

管
内
の
生
果
を
積
極
的
に
活
用
。
み
か
ん
、
レ
モ
ン
、
ト
マ
ト
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
を
加
え
た
６
種
が
県
内
産
を
使
用
し
て
い
ま

す
。

　

全
体
の
３
割
以
上
を
占
め
る
伊
予
柑
製
品
の
最
初
の

加
工
工
程
は
各
農
家
が
手
作
業
で
皮
を
む
き
、
１
房
１

房
を
バ
ラ
し
た
状
態
で
集
荷
す
る
こ
と
。
こ
の
手
間
暇

で
歯
ご
た
え
も
風
味
も
限
り
な
く
生
果
に
近
い
ゼ
リ
ー

と
な
り
ま
す
。
ト
マ
ト
嫌
い
の
職
員
の
逆
転
発
想
か
ら

生
ま
れ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
ゼ
リ
ー
も
ま
た
ト
マ
ト
嫌
い
の

子
で
も
好
ん
で
食
べ
る
人
気
商
品
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

夏
場
の
最
需
要
期
に
向
け
て
８
月
ま
で
は
１
日
に
最

大
10
万
個
、
年
間
で
は
１
、０
０
０
万
個
を
製
造
し
、
関

西
圏
を
中
心
に
全
国
の
百
貨
店
、
量
販
店
、
直
売
所
に

出
荷
さ
れ
ま
す
。

Vol.149

フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー

の
製
造（

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
）

JA周桑

今治市伯方町
北浦地区

今治市波方町今治市波方町今治市波方町

JAにしうわ
川上共選

今治市波方町

ＪＡえひめ中央

▼

生
果
を
慣
れ
た
手
つ
き
で
素
早
く
次
々
と
カ
ッ
プ
へ
入
れ
て
い
く
。
衛
生
面
、
選
別
作
業
、

安
全
管
理
と
、
入
念
な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
整
っ
た
製
造
現
場

▼

中
身
が
よ
く
見
え
る
透
明
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
使
用

し
、
愛
媛
県
産
も
強
調
し
た
ラ
ベ
ル・
デ
ザ
イ
ン
。

ト
マ
ト
と
ゴ
ー
ル
ド
キ
ウ
イ
の
「
ま
る
ご
と
」
シ

リ
ー
ズ
（
写
真
手
前
）
は
ぜ
い
た
く
な
味
わ
い



今月の表紙

　学校の新学期にもだいぶ慣れてきた子
どもたち。真っ白いミカンの花が山の斜
面を埋め尽くす５月の通学路を今日も元
気いっぱいに帰っていきます。
　働き蜂たちは蜜を求めて忙しなく、そ
れにあわせて養蜂家も忙しくなります。
ミカン農家は草刈り、防除、摘果作業と
農作業が続きます。暦の上ではもう立夏。
活気あふれる季節が始まっています。
●表紙：ミカンの花
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

農の風景Vol.149

フルーツゼリーの製造
（ＪＡえひめ中央）

●2　 　〈特集〉

	 「トータルアグリード事業」の取り組み①
	 	担い手の所得確保と経営安定化で
	 産地基盤強化・元気な産地づくり！

●6　　 THE・ねっとわーく

●7　　 ４月14日は「オレンジデー」。多彩なイベントでアピール！

●8　　 ふるさと  ESSAY  VOL.217

新しい自分に向かって…
藤崎　朱美さん

●10　　 TOPIC NEWS

●12　　 なんでもBOX

●13　　 統計BOX

●14　　 JAふるさと自慢Vol.149「直売所めぐり」

 とれたて市〜Aコープのむら店〜
 わくわく市〜Aコープなかやま店〜
 神山新鮮市〜Aコープやわたはま店〜

●16　　 READERS通信

NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉豚モモ肉（ふれ愛・媛ポーク）

May 2013

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ja-fresh/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　



　
「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
は
、

平
成
16
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
実
施
し
て

き
た
「
生
産
・
販
売
・
購
買
一
体
事
業
」

を
拡
充
強
化
し
、
畜
産
事
業
を
加
え
て
取

り
組
む
も
の
で
、
心
を
一
つ
に
し
て
総
合

的
に
え
ひ
め
農
業
を
リ
ー
ド
し
束
ね
て
い

こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

産
地
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
み
、生
産
・

流
通
・
販
売
・
購
買
の
各
段
階
に
お
け
る

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
伊
予
牛
『
絹
の

味
』・『
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
』
ブ
ラ
ン
ド

の
品
質
と
安
全
性
を
高
め
、
販
売
先
・
消

費
者
に
対
し
て
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
向
上

と
地
産
地
消
の
理
解
醸
成
を
進
め
ま
す
。

①�　

地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
・
実
践

へ
の
取
り
組
み
の
支
援

②�　

地
域
農
業
を
リ
ー
ド
し
農
業
で
所
得

を
確
保
で
き
る
「
担
い
手
経
営
体
」
の

育
成
・
支
援

　

高
齢
化
の
進
行
等
農
業
の
生
産
基
盤
が
弱
体
化
す
る
中
で
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
３
年
間
、
新
た
に
販

売
に
重
点
を
置
い
た
ト
ー
タ
ル
戦
略
「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
を
展
開
し
、
愛
媛
農
業
基
盤
の
維
持
に
向
け
て
担
い
手

の
所
得
確
保
と
経
営
安
定
化
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
耕
種
事
業
（
米
麦
・
野
菜
花
卉
・
果
実
）
と
畜
産
事

業
の
事
業
別
に
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
各
事
業
部
門
が
総
合
力
を
発
揮
し
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
回
か
ら
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
取
り
組
み
内
容
・
具
体
策
を
紹
介
し
ま
す
。

効
率
的
な
事
業
運
営
に
よ
り
事
業
・
組
織

の
結
集
を
は
か
り
、
元
気
な
産
地
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　

耕
種
事
業
で
は
、「
生
産
・
販
売
・
購

買
一
体
事
業
」
の
９
年
間
の
実
績
を
踏

ま
え
、
第
35
回
Ｊ
Ａ
愛
媛
県
大
会
で
も
決

議
さ
れ
た
「
地
域
農
業
戦
略
」
を
実
践
し

て
い
く
た
め
に
、「
コ
ア
モ
デ
ル
」
事
業

を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
販
売
に
重
点
を
お

い
た
ト
ー
タ
ル
戦
略
と
し
て
取
り
組
み
ま

す
。

　

畜
産
事
業
で
は
、
強
固
な
生
産
基
盤
づ

く
り
に
向
け
、
農
場
ご
と
の
生
産
性
向
上

耕
種
と
畜
産
の
事
業
別
に

ト
ー
タ
ル
戦
略
を
展
開

事
業
目
標

特

集

◆特集：「トータルアグリード事業」の取り組み①

担
い
手
の
所
得
確
保
と
経
営
安
定
化
で

産
地
基
盤
強
化
・
元
気
な
産
地
づ
く
り
！
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こ
ま
る
」、
高
品
質
で
安
定
的
な
収
穫
量

が
確
保
で
き
る
は
だ
か
麦
の
「
ハ
ル
ヒ
メ

ボ
シ
」
を
設
定
。
産
地
導
入
と
生
産
振
興

計
画
の
策
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、
優
良

種
子
の
確
保
・
安
定
供
給
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

⑵　

野
菜
・
花
卉

　

地
域
特
性
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
り
、
愛
媛
チ
ー
ム
に
よ
る
県
域
販
売
の

取
り
組
み
強
化
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

業
務
加
工
用
需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
体

制
整
備
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
目
標
】

　

企
画
販
売
額
は
25
年
度
２
億
２
、０
０�

０
万
円
、
27
年
度
に
は
２
億
５
、０
０
０�

万
円
、
直
販
販
売
額
は
25
年
度
２
億
５
、�

２
０
０
万
円
、
27
年
度
に
は
２
億
９
、０�

０
０
万
円
を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
】

①�　

愛
媛
県
内
広
域
で
栽
培
さ
れ
、
取
扱

量
が
多
く
特
に
重
要
な
品
目
と
し
て
、

「
き
ゅ
う
り
」「
い
ち
ご
」
を
設
定
。
高

品
質
安
定
生
産
及
び
県
域
品
質
統
一
化

を
整
備
し
、有
利
販
売
を
め
ざ
し
ま
す
。

②�　

東
予
地
域
を
モ
デ
ル
と
し
た
里
芋

「
伊
予
美
人
」
の
生
産
・
販
売
体
制
を

県
下
Ｊ
Ａ
へ
普
及
・
拡
大
し
、
高
品
質

安
定
生
産
に
基
づ
く
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め

ざ
し
ま
す
。

調
査
に
よ
る
販
売
力
強
化
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⑴　

米
麦

　

買
い
取
り
販
売
方
式
に
よ
る
生
産
者
の

手
取
り
向
上
と
代
金
精
算
の
迅
速
化
、
Ｊ

Ａ
系
統
集
荷
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
経
営
体
へ
契
約
的
栽
培
を

促
進
し
生
産
と
直
結
し
た
販
売
チ
ャ
ネ
ル

の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
販
売
先
に
対

し
提
案
型
企
画
販
売
等
を
実
施
し
ま
す
。

【
目
標
】

　

米
は
、
高
齢
化
等
に
よ
り
減
少
傾
向

の
中
で
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
あ
き
た
こ
ま

ち
」「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
の
３
品
種
を
中
心

に
、
25
年
度
生
産
面
積
１
万
５
、３
０
０

ha
、
集
荷
量
１
万
６
、０
０
０
ｔ
の
目
標

を
掲
げ
、
27
年
度
維
持
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

は
だ
か
麦
は
、�

25
年
度
面
積
目
標
１
、

７
０
０
ha
を
掲
げ
、
27
年
度
も
維
持
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
す
。

【
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
】

　

異
常
気
象
等
に
対
応
す
る
優
良
品
種
へ

の
転
換
と
高
品
質
安
定
生
産
及
び
販
売
体

制
の
確
立
を
目
指
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

品
目
と
し
て
、
米
の
高
温
耐
性
品
種
「
に

③�　

新
規
就
農
者
ま
た
所
得
向
上
を
目
指

す
生
産
者
の
底
上
げ
に
向
け
た
育
成
・

支
援

④�　

Ｔ
Ａ
Ｃ
を
主
体
に
事
業
間
連
携
の
も
と

所
得
向
上
に
向
け
た
企
画
提
案
の
実
践

　

中
央
会
・
Ｊ
Ａ
全
農
本
所
と
の
連
携
に

よ
り
、
全
国
の
事
例
の
情
報
収
集
な
ら
び

に
提
供
を
行
っ
て「
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
を
支
援
し
ま
す
。

　

担
い
手
不
足
対
策
と
し
て
の
「
Ｊ
Ａ
出

資
型
法
人
」
等
の
設
立
・
運
営
、
ま
た
、

新
規
就
農
者
の
育
成
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
に
支

援
を
行
い
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
と
と

も
に
、
地
域
で
深
刻
化
し
て
い
る
鳥
獣
害

対
策
に
つ
い
て
は
講
習
会
等
を
通
じ
て
担

い
手
に
役
立
つ
情
報
（
資
材
）
の
提
供
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
担
い
手
経
営
体
へ
の
事
業
支
援

と
し
て
、Ｊ
Ａ
・
県
域
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
「
担

い
手
」
へ
の
訪
問
活
動
を
通
じ
て
経
営
改

善
提
案
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、「
地
域
営
農
・

担
い
手
支
援
対
策
要
領
」
を
設
定
し
、
①

遊
休
農
地
等
の
解
消
に
向
け
た
担
い
手
支

援
対
策
、
②
大
規
模
担
い
手
育
成
モ
デ
ル

実
証
対
策
、
③
重
点
作
物
に
よ
る
生
産
基

盤
拡
充
対
策
、
④
Ｊ
Ａ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

展
開
方
策
に
つ
い
て

耕
種
事
業

「トータルアグリード事業」について
〈名前の由来〉
　�　「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）する」
という意味と、「心を一つにする（Agreed）」とい
う意味を込めている。
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⑶　

果
実

　

産
地
に
応
じ
た
生
産
振
興
計
画
に
基
づ

き
、
愛
媛
県
産
果
実
を
消
費
者
に
よ
り

定
着
さ
せ
る
た
め
の
時
期
ご
と
の
品
種
リ

レ
ー
販
売
を
行
う
と
と
も
に
、
企
画
販
売

及
び
直
販
等
を
通
じ
て
有
利
販
売
に
努

め
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
消
費
宣
伝
等
の
販
売

戦
略
を
展
開
し
ま
す
。

【
目
標
】

　

企
画
販
売
額
は
25
年
度
4
億
円
、
27
年

度
４
億
５
、０
０
０
万
円
、
直
販
販
売
額

は
25
年
度
５
億
６
、８
０
０
万
円
、
27
年

度
７
億
６
、０
０
０
万
円
を
目
標
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
】

　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
品
目
と
し
て
、「
紅

ま
ど
ん
な
」「
甘
平
」
を
設
定
。
愛
媛
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

向
け
た
高
品
質
安
定
生
産
及
び
愛
媛
チ
ー

ム
と
し
て
の
販
売
体
制
の
確
立
を
目
指
し

ま
す
。

⑷　

資
材
対
策

【
肥
料
農
薬
・
農
機
・
園
芸
資
材
・

　
　
　
　
　
　

段
ボ
ー
ル
・
包
装
資
材
】

　

生
産
対
策
・
販
売
対
策
の
下
支
え
と
し

て
、各
品
目
の
個
別
対
策
要
領
を
基
本
に
、

農
家
予
約
の
強
化
に
よ
る
生
産
資
材
の
需

要
掘
り
起
こ
し
を
背
景
と
し
た
価
格
交
渉

農家手取りの向上
（農地の有効活用・販売戦略に基づく作物経営指標の作成・地域の核となる担い手へ企画提案）

「トータルアグリード事業」耕種事業概念図

消費者理解の促進（愛媛農業への興味・消費者要望とデータ収集）
食・商品企画

生産資材部門による各品目の課題解決への提案 TAC県域チームによる部門間調整

JA出資型法人・新規
就農者支援

経営改善提案地域営農ビジョン

①生産資材の需要掘り起こしによる価格交渉力の発揮とシェア拡大
②新資材・新技術の開発・普及による資材コスト低減・省力化、総合物流の構築

JA営農・販売・購買担当ならびにJATACによる現場対応
①JA内部の各部門連携（横軸体制）の整備
②農家課題の聞き取りおよびJA全農えひめとの連携による課題解決

①JA・営農・購買部門の更なる連携による情報提供と収集
②部門間連携による産地維持・共販量拡大などの目標支援

えひめの食企画
（販売先・協力店・業務加工業者）

広報（TV・HP） ふれあい活動

縦横のつながりを重視した実直な現場対応力強化

農家訪問による
聞き取り・指導等

産
地
か
ら
消
費
地
へ
の
架
け
橋
機
能
の
強
化
対
策

消
費
者
需
要
等
、
販
売
戦
略
に
基
づ
く
作
物
経
営
指
標
を
使
っ
た
経
営
改
善

～地域農業戦略に基づく担い手の所得確保をめざして～

米麦販売強化 野菜・花卉販売強化 果実販売強化

【方針】買い取り販売方式による生
産者の手取り向上と代金精算の迅速
化、JA系統集荷の拡大に取り組む。
また、大規模経営体へ契約的栽培を
促進し、生産と直結した販売チャネ
ルを拡充を図るとともに、販売先に
対し提案型企画販売を実施する。

【方針】地域特性を活かしたブラン
ド化を図り、愛媛チームによる県域
販売の取り組み強化を展開するとと
もに、業務加工用需要に対応するた
めの体制整備に取り組む。

【方針】産地に応じた生産振興計画
に基づき、愛媛県産果実を消費者に
より定着させるための時期ごとの品
種リレー販売を行うとともに、企画
販売及び直販等を行い有利販売に努
め、タイムリーな消費宣伝等の販売
戦略を展開する。

農家からの相談

特

集
◆特集：「トータルアグリード事業」の取り組み①
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③�　

販
売
事
業
の
強
化
対
策
＝
Ｓ
Ｐ

（
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
）レ
デ
ィ

を
養
成
し
、
県
内
ス
ー
パ
ー
・
量
販
店

で
試
食
宣
伝
活
動
を
実
施
し
、
ブ
ラ
ン

ド
認
知
度
の
向
上
と
消
費
者
へ
の
支
持

拡
大
、
取
引
先
に
お
け
る
取
扱
い
拡
大

を
図
り
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
企
業
向
け
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
地
産
地
消
と
取
扱

い
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、「
ト
ー
タ
ル
ア

グ
リ
ー
ド
事
業
」
を
着
実
に
実
践
し
て
い

く
た
め
、
畜
産
事
業
（
４
月
８
日
開
催
）

と
耕
種
事
業
（
４
月
17
日
開
催
）
に
分
か

れ
て
キ
ッ
ク
オ
フ
大
会
を
開
催
。
県
本
部

長
・
副
本
部
長
以
下
担
当
職
員
が
出
席
し
、

全
職
員
が
事
業
の
目
的
・
取
り
組
み
内
容

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、「
目
標
の
明
確

化
と
共
有
化
」、「
出
向
く
営
業
（
営
農
）」、

「
事
業
の
見
え
る
化
」
を
基
本
に
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
・
徹
底
し
ま
し
た
。

　

元
気
な
産
地
づ
く
り
に
向
け
て
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
６
月
号
で
耕
種
事
業
（
米
麦
・
野
菜
花

卉
・
果
実
）、
７
月
号
で
畜
産
事
業
の
取

り
組
み
具
体
策
を
紹
介
し
ま
す
。

み
（
選
定
）
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
と

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
担
当
者
が
連
携
を
密
に

し
、
品
目
ご
と
の
課
題
抽
出
を
行
い
、
品

目
別
に
設
定
し
た
各
種
要
領
を
活
用
し
な

が
ら
目
標
達
成
に
向
け
て
推
進
強
化
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
・
県
域
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
役
割
と

し
て
、
企
画
・
調
整
業
務
を
担
い
、
推
進

状
況
の
共
有
化
に
よ
る
Ｊ
Ａ
・
県
本
部
一

体
と
な
っ
た
推
進
・
企
画
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

①�　

畜
産
生
産
基
盤
の
強
化
対
策
＝
県
内

を
中
心
と
し
た
需
要
に
応
え
る
た
め
、

肉
牛
５
、５
５
０
頭
・
肉
豚
20
万
頭
体

制
の
取
り
扱
い
が
維
持
で
き
る
生
産
基

盤
を
構
築
し
ま
す
。
中
核
・
大
口
農
家

と
連
携
し
、
成
績
向
上
に
向
け
た
経
営

指
導
・
技
術
研
修
会
等
を
行
う
な
ど
規

模
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

②�　

生
産
性
向
上
対
策
・
コ
ス
ト
削
減
対

策
＝
中
核
養
豚
農
家
を
対
象
に
定
期
的

経
営
検
討
会
を
開
催
し
、
母
豚
一
頭
当

た
り
24
頭
の
肉
豚
出
荷
を
目
標
と
し
た

生
産
性
向
上
対
策
を
提
案
協
議
し
ま

す
。
ま
た
、
品
質
向
上
対
策
・
衛
生
対

策
、
低
コ
ス
ト
資
材
の
情
報
等
を
提
供

し
ま
す
。

力
の
発
揮
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
シ
ェ
ア
拡

大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、新
資
材
お
よ
び
新
技
術
の
開
発
・

普
及
に
よ
る
生
産
資
材
コ
ス
ト
の
低
減
・

省
力
化
の
提
案
を
行
い
ま
す
。

　

総
合
物
流
の
構
築
に
よ
る
「
営
農
と
生

活
を
守
る
物
流
」
体
制
の
整
備
と
流
通
コ

ス
ト
削
減
の
提
案
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑸　

Ｔ
Ａ
Ｃ
支
援
対
策

　
Ｊ
Ａ
・
営
農
・
購
買
部
門
の
さ
ら
な
る

連
携
に
よ
り
情
報
提
供
と
収
集
を
行
い
、

産
地
の
維
持
拡
大
と
共
販
量
の
拡
大
等
目

標
達
成
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
県
域
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、
Ｊ

Ａ
・Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
営
農
・

購
買
部
門
と
の
調
整
を
担
い
、

情
報
の
整
理
と
適
切
な
提
供
に

よ
り
、
部
門
間
連
携
の
促
進
を

図
り
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
連
携
し

な
が
ら
産
地
維
持
・
共
販
量
拡

大
の
目
標
支
援
の
た
め
の
施
策

調
整
を
行
い
ま
す
。

⑹　

推
進
体
制
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
営
農
振
興
計
画
に
連
動

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
品
目
・

重
点
対
策
品
目
・
県
域
戦
略
品

目
等
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ａ
と
の
協

議
に
よ
り
推
進
品
目
の
絞
り
込

畜
産
事
業
方
針

▲

耕
種
事
業
キ
ッ
ク
オ
フ
大
会
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段
ボ
ー
ル
工
場
は
、
主

力
と
な
っ
て
い
る
み
か
ん

箱
タ
イ
プ
の
Ａ
式
段
ボ
ー

ル
箱
の
製
造
ラ
イ
ン
を
更

新
し
、
３
月
21
日
、
竣
工
式
・
起
動
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

同
工
場
は
、
全
国
の
全
農
グ
ル
ー
プ
で

唯
一
の
直
営
段
ボ
ー
ル
工
場
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
た
国
内
有
数

の
設
備
で
、
年
間
約
３
、７
０
０
万
枚
の

段
ボ
ー
ル
を
製
造
し
、
自
前
工
場
の
強
み

を
発
揮
し
て
資
材
コ
ス
ト
の
低
減
等
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
設
備
更
新
で
は
、
Ｊ
Ａ
を
は
じ

め
ユ
ー
ザ
ー
の
高
度
化
す
る
品
質
要
求
に

対
応
す
る
た
め
、
段
ボ
ー
ル
シ
ー
ト
（
板

紙
）
の
印
刷
・
溝
切
、
糊
付
、
折
り
た
た

み
ま
で
を
行
う
印
刷
・
製
函
機
械
を
中
心

に
、
板
紙
給
紙
か
ら
製
品
の
パ
レ
ッ
ト
へ

の
積
み
付
け
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
ラ
イ

ン
を
導
入
し
ま
し
た
。
更
新
に
よ
っ
て
、

①
品
質
向
上
、
②
１
分
間
の
製
造
速
度
が

従
来
の
２
０
０
枚
か
ら
３
５
０
枚
に
高
速

化
、
③
セ
ッ
ト
換
え
時
間
を
従
来
の
４
割

以
下
（
６
分
）
に
短
縮
、
④
オ
ペ
レ
ー
タ

の
削
減
、
⑤
精
度
向
上
に
伴
う
ロ
ス
・
製

造
コ
ス
ト
削
減
等
が
可
能
と
な
り
、
高
品

質
供
給
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

段
ボ
ー
ル
工
場
で
は
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
ほ

か
全
農
グ
ル
ー
プ
の
段
ボ
ー
ル
箱
の
製

造
拠
点
と
し
て
、
ま
た
西
日
本
地
区
の
段

ボ
ー
ル
箱
の
品
質
管
理
の
拠
点
と
し
て
機

能
発
揮
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

段ボール
工場

Ａ
式
段
ボ
ー
ル
箱
の
製
造
ラ
イ
ン
を
更
新
！

高
品
質
供
給
体
制
が
整
い
ま
し
た

　

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
は
、
４

月
15
日
か
ら
６
月
30
日
ま

で
、
ひ
め
ラ
イ
ス
ブ
ラ
ン

ド
誕
生
50
周
年
記
念
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
50
周
年
あ
り
が
と
う　

50
年

分
の
感
謝
の
気
持
ち
で
す
!
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

ひ
め
ラ
イ
ス
精
米
商
品
の
米
袋
に
付
い

て
い
る
「
ひ
め
マ
ー
ク
」
を
切
り
取
り
応

募
す
る
方
式
で
、
応
募
す
る
と
、
森
の
国

ホ
テ
ル
ペ
ア
宿
泊
券
（
１
泊
２
食
付
）
な

ど
が
抽
選
で
合
計
6
0
0
人
に
当
た
り
ま

す
。

　

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
で
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
通
じ
て
、
愛
媛
県
産
の
お
米
の
地
産
地

消
の
推
進
と
ブ
ラ
ン
ド
強
化
、
小
売
店
の

販
売
促
進
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
賞
品
】

◆�

A
コ
ー
ス
（
10
組
20
人
）
＝
森
の
国
ホ

テ
ル
ペ
ア
宿
泊
券
（
１
泊
２
食
付
）

◆�

B
コ
ー
ス
（
10
組
20
人
）
＝
三
津
浜
花

火
大
会「
銀
河
」花
火
ク
ル
ー
ズ（
ペ
ア
）

◆�

C
コ
ー
ス
（
10
人
）
＝
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

応
援
セ
ッ
ト

◆�

D
コ
ー
ス
（
50
人
）
＝
伊
予
牛
「
絹
の

味
」
焼
き
肉
用
ロ
ー
ス
約
5
0
0
g

◆�

W
チ
ャ
ン
ス
（
5
0
0
人
）
＝
愛
媛
県

産
に
こ
ま
る
２
㎏

　

応
募
方
法
は
、
販
売

店
の
ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
、
㈱
ひ
め
ラ

イ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
「
ひ
め
ラ
イ
ス

50
周
年
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施
中

！！

㈱ひめ
ライス
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①松山空港セレモニー
　松山空港では、11月３日の「みかんの日」からスター
トした記念日ごとに愛を育み深めていく道のり＝「愛
のオレンジロード」の集大成として、４月14日、１階
到着ロビーで、ＪＡ全農えひめの諏訪玄県本部長と愛
媛いよかん大使３人が出席しセレモニーを実施しまし
た。諏訪県本部長は、「欧米の結婚式では花嫁がオレ
ンジの花を身に着けたり、男性がオレンジの実をもっ
てプロポーズする習慣もあり、オレンジは愛のシンボルとされています。ぜひ４
月14日のオレンジデーを覚えて、大切な人に旬の柑橘をプレゼントしてください」
とあいさつ（Ｐ①）。いよかん大使とともに空港利用者1,000人に愛媛産の清見を
手渡しました（Ｐ②）。また、㈱えひめ飲料が２階出発ロビーに「ポンジュース蛇口」
を設置し、えひめみかんいよかんジュースを振る舞いました。

②県内協力店：「オレンジデーフェア」開催（4／12～4／14）
　フジグラン松山などフジ５店舗（４／14）、イオン川之江店（４／12 ～４／14）
で「オレンジデーフェア」を開催。試食宣伝等を行いながら柑橘＆オレンジデー
をPRしました（Ｐ③）。

①　東京ドーム「もうすぐオレンジデーナイター」（4/12）
　チームカラーがオレンジ色
の「読売巨人軍」とタイアッ
プし、巨人VSヤクルト戦を
提供開催。入場ゲートでは、
オレンジ色を身につけた入場
者先着2,000人に愛媛産「清
見」をプレゼント（Ｐ④）。
場内のオーロラビジョンでオ
レンジデーＣＭの放映、グラ
ウンド上で「オレンジェル」「ジャビット」らがパフォーマンスを行いました（Ｐ⑤⑥）。また、抽選で観戦客
200人に「清見＆ハート型観葉植物セット」をプレゼント。

②東京タワー「オレンジまつり」
　（4/13～4/14）
　オレンジ色にライト
アップされる「オレン
ジまつり」を開催。タ
ワーの高さ333メートル
にちなんで、抽選で333
人／日に愛媛産「清見」
をプレゼント（Ｐ⑦）。

③三越日本橋本店
　４／12 ～４／14、清見タワーを設置し、試食宣伝
販売を交え柑橘とオレンジデーをPRしました。

4月14日＝「オレンジデー」
多彩なイベントを実施し
愛媛かんきつをアピール！

　４月14日は、愛媛発祥の「オレンジデー」。
ＪＡ全農えひめは、大切な人に柑橘を贈り
合って愛を深める記念日として定着させ、
愛媛産柑橘の消費拡大につなげようと、４
月10日～14日にかけて、今年も県内外で
イベントやフェアを実施しました。

Ｐ①＝松山空港セレモニー Ｐ②＝清見1,000個を配布

県　内

首都圏
「ORANGEDAY in Tokyo」と題して、東京ドームと東京タワーでイベント

Ｐ⑤＝オーロラビジョンで「オレン
ジデー」PR

Ｐ⑥＝グラウンド上でもアピールＰ④＝入場ゲートで清見プレゼント

Ｐ③＝エミフルMASAKIでプレゼント

Ｐ⑦＝東京タワー「オレンジまつり」

4月10日～オレンジデーフェア開催
　協力店８店（阪急・阪神百貨店グループ７店舗
と泉北髙島屋）で、４月14日を中心にオレンジデー
フェアを開催。阪急百貨店梅田本店では、いよか
ん大使やＪＡえひ
め南のブラッド
オレンジ生産者も
参加し、愛媛自慢
の柑橘とオレンジ
デーをPRしまし
た（Ｐ⑧）。

京阪神地区

P⑧＝阪急梅田本店では生産者参加でPR
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NPO法人にこっと　理事。愛媛県表情筋トレーニング協会　会
長。えひめ結婚支援センター　コーディネーター。日本顔学会
会員。フリーアナウンサー。
京都の大学を卒業後、南海放送㈱に入社。その後、㈱FM香川、
㈱FM愛媛に勤め数々の番組を手がける。出産を機にフリーア
ナウンサーとなり、式典・披露宴・イベントの司会、ナレーショ
ン、CM出演など幅広く活躍。
2005年、四国初の表情筋トレーニング講師のプロ資格を取得。
企業・ブライダル・医療機関における研修、講習、トークショー、
セミナーの実施、PTA・父母会・同窓会の講演、また表情筋トレー
ニングのプロフェッショナル講師育成・指導等、幅広く活動中。
県内の高校・専門学校・大学の講師も務めている。
2008年、少子化対策の一環として愛媛県の出資で設立され
た公的機関「えひめ結婚支援センター」のコーディネーター
に就任し、「愛媛の婚活」を全力で応援中！　テレビ、ラジオ、
CM、雑誌等にも多数出演。松山市出身、松山市在住。
◆NPO法人　にこっと事務局
HP http://ameblo.jp/nicotto-ehime/
E-Mail  nicotto_ehime@yahoo.co.jp
フェイスブックでもイベント好評配信中。

新
し
い
自
分
に
向
か
っ
て
…

　

私
の
も
う
ひ
と
つ
の
顔
は
、
え
ひ
め
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。

　

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
は
愛
媛
県
が

少
子
化
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
愛
媛
県
法

人
会
連
合
会
に
委
託
し
行
っ
て
い
る
事
業
で

す
。
こ
の
事
業
の
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
携

わ
っ
て
い
ま
す
の
で
も
う
４
年
半
に
な
り
ま

す
。
こ
こ
で
独
身
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
髪
型

か
ら
服
装
、
会
話
術
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
等

婚
活
の
み
な
ら
ず
、
職
場
で
も
役
立
つ
幅
広

い
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
、
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
１
ヶ
月
に
20
本
程
度
、

各
地
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
愛
媛
県
東
京
事
務
所
と
関
東
愛

媛
県
人
会
青
年
部
主
催
で
、
愛
媛
県
出
身
者

で
現
在
首
都
圏
在
住
の
独
身
者
を
集
め
、
東

京
都
渋
谷
区
の
表
参
道
で
50
人
規
模
の
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
愛
媛
産
の
新
鮮
な
食

材
を
使
っ
た
ラ
ン
チ
を
味
わ
い
な
が
ら
出
会

い
と
交
流
を
楽
し
も
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
企
画
を
し
た
の
で
す
が
、
想
像
以
上
に
申

込
が
多
く
当
日
は
大
盛
り
上
が
り
！　
「
愛

媛
の
食
べ
物
っ
て
こ
ん
な
に
お
い
し
か
っ
た

ん
だ
」
と
か
「
伊
予
弁
が
懐
か
し
い
」
な
ど
、

ふ
る
さ
と
を
懐
か
し
む
様
々
な
声
を
頂
き
ま

し
た
。

　

ま
た
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
ま
し

た
。
松
山
市
の
農
業
青
年
が
作
っ
た
採
れ
た

て
厳
選
野
菜
を
持
っ
て
東
京
で
の
女
子
会
に

突
入
！　

丹
精
込
め
て
作
っ
た
野
菜
の
紹

介
や
彼
ら
が
住
ん
で
い
る
街
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
流

し
た
り
と
、
地
域
色
満
載
の
イ
ベ
ン
ト
に
集

ま
っ
て
い
た
女
性
は
興
味
津
々
！　

未
来
の

農
業
を
背
負
う
青
年
の
熱
い
情
熱
に
心
打
た

れ
た
の
で
し
ょ
う
。
お
い
し
い
野
菜
に
心
惹

か
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
愛
媛
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。
愛
媛
を
ほ

と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
皆
さ
ん
が
「
ぜ
ひ
愛

媛
に
一
度
行
っ
て
み
た
い
」
と
答
え
て
く
れ

た
の
で
す
。
嬉
し
い
こ
と
に
、
愛
媛
で
一
緒

に
食
育
活
動
を
し
た
り
ブ
ラ
ン
ド
を
た
ち
あ

げ
た
い
と
い
う
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う
職
業
か
ら
は
じ
ま

り
、結
婚
し
て
表
情
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
師
、

そ
し
て
母
親
と
な
り
婚
活
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
そ
の
時
に
自
分
の
直
感
を
信
じ
、
や

り
た
い
こ
と
を
仕
事
に
し
て
き
た
人
生
に
私

は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

人
生
に
お
い
て
必
ず
守
っ
て
い
る
こ
と
が

３
つ
あ
り
ま
す
。

AKEMI　FUJISAKI藤崎朱美
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た
」
な
ど
、う
れ
し
い
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

各
地
で
「
顔
つ
き
を
よ
く
す
る
た
め
に
」

と
題
し
講
演
や
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、「
し
た
い
」
と
思
う
人
が
１
、０
０
０
人

だ
と
す
る
と
、
始
め
る
人
は
１
０
０
人
、
そ

し
て
続
け
る
人
は
１
人
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

草
木
が
芽
吹
く
５
月
。
あ
な
た
も
な
に
か

ひ
と
つ
新
し
い
こ
と
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん

か
？　

人
は
習
慣
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま

す
。
朝
起
き
て
寝
る
ま
で
何
を
す
る
か
、
そ

の
結
果
で
自
分
の
人
生
は
変
わ
り
ま
す
。
人

間
の
細
胞
は
約
60
兆
個
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
１
秒
間
に
お
よ
そ
５
、０
０
０
万
個
も

の
細
胞
が
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
て
、
部
分
ご

と
に
寿
命
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
半
年

以
内
に
寿
命
を
む
か
え
る
そ
う
で
す
。
変
わ

ろ
う
と
思
え
ば
誰
で
も
６
ヶ
月
後
に
は
新
し

い
自
分
に
生
ま
れ
変
わ
れ
る
の
で
す
。

　

私
は
…
今
、
ま
た
新
し
い
自
分
に
向
か
っ

て
走
り
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ど
こ
か

で
あ
な
た
に
会
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
ね
。
で
は
、
そ

の
時
ま
で
…
。

プ
ラ
ス
の
言
葉
を
言
う
こ
と
に
よ
り
自
分
に

自
信
が
つ
き
前
向
き
に
な
れ
る
の
で
す
。
気

持
ち
や
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
自
分
の
能

力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
男

性
な
ら
「
俺
は
か
っ
こ
い
い
！
」
と
ぜ
ひ
自

分
を
ほ
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
私
の
ふ
る
さ
と
エ
ッ
セ
ー
は
今
回

が
最
終
回
で
す
。
皆
さ
ん
お
読
み
く
だ
さ
っ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
顔
の
筋
肉
を
動
か
し
た
こ
と
な
ん
て
な

か
っ
た
で
す
」

　
「
笑

し
ょ
う

筋き
ん

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
は
じ
め
ま
し

①�　

２
度
と
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
さ
な
い
こ

と
。

②　

悩
む
な
ら
動
く
こ
と
。

③　

い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
。

　

い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
は
自

分
の
こ
と
を
好
き
に
な
る
こ
と
で
す
。
毎
日

鏡
を
見
る
た
び
に
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
私
は
キ
レ
イ
！
」。
こ
れ
を
聞
く

と
皆
さ
ん
「
そ
ん
な
こ
と
恥
ず
か
し
く
て
言

え
な
い
」
と
う
つ
む
い
て
し
ま
い
ま
す
。
で

も
言
葉
っ
て
不
思
議
で
、
心
理
学
の
手
法
で

「
セ
ル
フ
ト
ー
ク
」
な
の
で
す
が
、
い
つ
も

▲えひめ結婚支援センター４周年記念スペシャルイベントにて。過去最高の500人規模で
の開催となり、大成功！ 　左は一緒に企画から立ち上げたコーディネーターの石井さん

▲スキルアップセミナーの授業風景。
「笑顔の伝染」がキーワード！　１
回目の授業で受講生の顔つきに変
化が！！

▲手鏡の裏面をフラワーアレンジでデコ
レーションした “デコ鏡”（手前）と、左
右が反転して本当の自分が鏡に映る「リ
バーサルミラー」（後方）は必須アイテム

9



　県内果樹生産者が組織する愛媛県果樹研究同
志会と愛媛県女性果樹同志会は、３月22日、松
山市で「ブランド力向上で 愛媛果樹の新時代
へ！ 」をテーマに、「平成24年度愛媛県果樹同
志会大会」を開きました。
　大会には、同志会員ら関係者約400人が出席。
活動基本方針では、温州みかんで園地・樹によ
るバラツキが年々増している中、隔年結果防止
に向けて樹に応じた剪定・摘蕾・摘果による適
正着花（果）対策に取り組むこと、中晩柑類・
落葉果樹類を含めて高品質安定生産対策を推進
すること、果樹農業の維持・発展に向けて、果
樹産地構造改革計画の実践と果樹経営支援対策
を有効活用し優良品種への転換等で経営基盤の
強化を図るとともに、消費者に「安全・安心」
な美味しい果実の安定供給、農政活動の推進等
に取り組むことを確認しました。
　大会宣言では、①生産量を維持し、ブランド
力を高めよう、②安定収入は、安定生産から、
③省力化と効率化は基盤整備から、④食農教育
活動で知ってもらおう愛媛のかんきつ、⑤TPP
参加断固反対－を採択しました。
　なお、えひめみかん祭り等のコンクール表彰
式も行われました。主な入賞者は次の通り（敬
称略。カッコ内はＪＡ名。※早生みかん果実コ
ンクールとえひめみかん祭りコンクールの主な
入賞者は12月号と３月号で紹介しているため省

略します）。
◆平成24年度柑橘園地若返りコンクール▽愛媛
県知事賞＝石本幹郎〈えひめ中央〉
▽優等賞〈全農愛媛県本部長賞〉＝菅和幸（お
ちいまばり）▽優等賞〈愛媛県果樹研究同志会
長賞〉＝西方勇二（同）
◆平成24年度キウイフルーツほ場コンクール▽
愛媛県知事賞＝平林精一（おちいまばり）▽優
等賞〈全農愛媛県本部長賞〉＝池内勝人（えひ
め中央）▽優等賞〈愛媛県果樹研究同志会長賞〉
＝中野博暉（愛媛たいき）▽優等賞〈愛媛県女
性果樹同志会長賞〉＝井上啓二（東予園芸）

　ＪＡ全農えひめ畜産部は、３月28日、「『ふれ
愛・媛ポーク』キャラクターネーミング募集キャ
ンペーン」の抽選会を行いました。
　今回のキャンペーンでは、「キャラクターネー
ミング募集コース」に2,032通、「『ふれ愛・媛ポー
ク』おなかいっぱ～いコース」に2,291通の応募
があり、ＪＡ全農えひめの諏訪玄県本部長らが、
当選者計101人を選びました。
　「キャラクターネーミング募集コース」は、
３月12日に開催した『ふれ愛・媛ポーク』銘柄
推進協議会委員会で、608通りの中から「愛媛
の豚肉を連想し、かつ愛着がありわかりやすい」
名称を選定。抽選会では、決定した名称の応募
287通の中から、諏訪玄県本部長が賞金10万円
を進呈する名付け親（当選者）１人を選びまし
た。また、「おなかいっぱ～いコース」は、当
選者100人を選びました。
　ＪＡ全農えひめでは、キャラクターネーミン

グ発表会を６月に開催する予定です。今後は、
キャラクターと店頭消費宣伝活動の積極展開を
通じて、「ふれ愛・媛ポーク」ブランドの一層
の浸透と消費拡大・販売強化に努め、農家の所
得向上に貢献することにしています。

●平成24年度愛媛県果樹同志会大会

高品質安定生産対策とTPP参加断固反対を確認

●「ふれ愛・媛ポーク」キャンペーン抽選会

キャラクターの名付け親など当選者101人選ぶ

▲諏訪県本部長（中央）らが厳正に抽選しました

10



　㈱ひめライスは、３月12日、「無洗米『あ
らうまい！ 』を食べて愛媛を当てよう！ 」
キャンペーンの抽選会を行い、6,550通の応
募の中から当選者500人を選びました。
　キャンペーンではテレビCMや店頭試食
宣伝等を通じて販売拡大に努めたものの、
米の２年連続値上がりによる消費減退、低
価格・特売商品へのシフトが進んだため、
キャンペーン中の無洗米定番商品の販売実
績は前年比94％でした。同社では、「キャン
ペーンリーフレットで、利便性や環境・節
約面など無洗米の特徴をPRした結果、『製
造方法やメリットの内容がわかりよかった』
などの声が多く寄せられた。厳しい販売環
境の中、新規顧客や無洗米の普及につなげ
ることができた」と分析。今後も、無洗米
の拡大をめざします。

●�㈱ひめライス

無洗米キャンペーン抽選会実施

　ＪＡ全農えひめ野菜花卉課は、４月５日、Ｊ
Ａ愛媛別館で、「平成25年産一寸蚕豆出荷会議」
を開きました。会議には、ＪＡ・市場担当者な
ど22人が出席し、25年産の出荷方針・計画を決
めました。
　25年産の栽培面積は前年比86％の34.9ha、共
販量は前年比110％の407.1トンを見込んでいま
す。生育は、定植期の降雨の影響により一部で
定植遅れや根張が良くない状況がみられたもの
の、２月以降気温の上昇に伴い生育は順調に推
移。出荷は４月下旬から始まっており、５月上
旬をピークに関東方面を中心に行います。
　販売基本方針では、①主要市場を中心に休日

相対販売の効果的な実施等を通じ、愛媛産の売
り場・シェア確保と有利販売、②品質重視の出
荷徹底、③価格低迷時のＳ等級の値決め販売や
国技館向け等業務用販売ルートの固定化など企
画販売の実施、④消費宣伝活動－等に取り組む
ことを確認しました。

●25年産一寸蚕豆出荷会議

シェア・売り場を確保し愛媛産の有利販売に取り組む！

●えひめ野菜フェア

３月は県内外でのべ20日間開催

25年産一寸蚕豆出荷計画表　　　　　（単位：ha、ｔ、％）

面積 共販量 ４月 ５月 ６月

本 年 計 画 34.2 407.1 38.5 386.3 0.3 

前 年 実 績 39.6 371.0 2.4 364.6 3.9 

前 年 比 86% 110% 1,601% 101% 8%
※計画数字は4月上旬現在。

　ＪＡ全農えひめとＪＡ愛媛野菜生産者組
織協議会は、えひめ野菜のPRと売り場確保、
スムーズな販売に向けて、３月をフェア強
化月間に設定。県内と京阪神地区でのべ11
店舗・20日間、生産者参加対面販売型を交
えて冬春野菜やイチゴのフェアを開催しま
した。
　県内では、３月16日～17日の２日間、フ
ジグラン松山・重信、エミフルMASAKIの
３店舗で「えひめ野菜フェア」を開催。16
日は各産地の生産者らが店頭に立ち、試食
を提供しながら、食べ方やえひめ野菜の美
味しさをアピールしました。
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　日本航空グループと愛媛県がタイアップ
し、地域の魅力を発信する企画「JAPAN 
PROJECT」が、４月の１か月間行われま
した。３月28日には、愛媛県の中村時広知
事と日本航空㈱の大西賢代表取締役会長の
共同記者会見がありました。
　この取り組みは、国内線の機内食や機内
ビデオ、機内誌「SKYWARD」など各種
媒体を活用し、愛媛の食材や県産品などを
アピールするもの。羽田−松山線の機内や
羽田空港の国内線ラウンジでポンジュース
提供のほか、国内線ファーストクラスの夕
食メニューで里芋「伊予美人」や伊予牛「絹
の味」など愛媛
の食材を使った
メニュー提供、
会 員 誌 で「 ブ
ラ ッ ド オ レ ン
ジ」紹介等が行
われました。

　㈱えひめ飲料は、第85回選抜高校野球
大会に出場した済美高校野球部に、ポン
ジュース10ケースを差し入れました。
　３月19日、同社大阪営業所の門間伸一副
所長が神戸市の同校宿舎を訪ね、野球部
の中矢部長にジュースを手渡し激励しまし
た。今大会、ポンジュースの応援を受け、
済美高校はみごと準優勝を飾りました。
　 同 社 で は、
春と夏の甲子
園に出場する
愛 媛 県 代 表
校に毎回ポン
ジュースを贈
り、球児を応
援しています。

　「ＪＡ全農杯チビリンピック小学生８人
制サッカー IN四国」が、４月６日と７日
の２日間、松山市の愛媛県総合運動公園球
技場で開かれ、愛媛県代表の帝人サッカー
スクール（帝人SS）が９年ぶり２度目の
優勝を果たし、５月３日から横浜市で開催
される全国決勝大会「ＪＡ全農杯チビリン
ピック小学生８人制サッカー大会」の出場
を決めました。
　大会には、４県の代表12チームが出場。
選手たちは、雨と強風の悪天候の中、家族・
関係者の声援を受け、熱戦を展開しました。
　ＪＡ全農は、子どもたちの健やかな心身
の成長を願い、未来の夢を応援しようと、
同大会に特
別協賛して
おり、ＪＡ
全農えひめ
は、 副 賞・
参加賞とし
てジュース
を贈りまし
た。

●日本航空「JAPAN PROJECT」

松山−羽田線等でポンジュース提供
● ㈱えひめ飲料が済美高校野球部に

ポンジュース贈呈

済美高校が選抜大会で準優勝！

●ＪＡ全農杯チビリンピック
　小学生８人制サッカー IN四国

帝人SSが２度目の優勝！

▲�中矢部長（左）にジュースを手渡
す門間副所長

▲優勝した帝人SS

　ＪＡ全農えひめは、３月19日、松山市のＪ
Ａ愛媛で、愛媛県農協青壮年連盟とＪＡ青
壮年組織の代表者と意見交換を行いました。
　愛媛県農協青壮年連盟の西岡洋司委員長
をはじめ青壮組織代表者とＪＡ事務局、Ｊ
Ａ全農えひめからは諏訪玄県本部長・副本
部長・各部長など、計35人が出席。ＪＡ全
農えひめから「トータルアグリード事業」
の概要を説明した後、青壮年代表者から出
された「有利販売できる品目提案を」「販
売面で指導力を発揮して欲しい」「はだか
麦は需要が多いのになぜ価格がそれほど上
が ら な い の
か」等の質問・
要望・提案に
ＪＡ全農えひ
めが回答・説
明しながら活
発に意見交換
しました。

青壮年組織代表者とＪＡ全
農えひめ幹部が意見交換

12
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が
国
の
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
は
、

世
界
の
中
で
も
高
い
水
準
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
技
術
を
農
林
水
産
分
野
に
活

用
す
る
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。今
後
、

農
林
水
産
分
野
に
お
い
て
さ
ら
な
る
Ｉ
Ｔ

の
利
活
用
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

農
林
水
産
分
野
で
は
一
般
的
に
他
の
産

業
と
比
べ
て
Ｉ
Ｔ
の
導
入
が
遅
れ
て
い
る

用
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
、

農
業
者
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
（
３
つ
回

答
）
に
よ
る
と
、「
地
域
に
お
い
て
農
業

分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
利
活
用
に
精
通
し
た

サ
ポ
ー
ト
人
材
の
充
実
」
60
・
２
％
、「
地

域
の
営
農
の
実
情
に
応
じ
た
農
業
分
野
に

お
け
る
Ｉ
Ｔ
利
用
技
術
の
開
発
、
実
証
」

41
・
１
％
、「
地
域
で
の
勉
強
会
や
意
見

交
換
会
の
企
画
」
38
・
２
％
な
ど
、
積
極

的
に
農
村
・
地
域
を
支
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
（
図
２
）。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

と
言
わ
れ
て
い
る
原
因
に
つ
い
て
、
農
業

者
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
（
３
つ
回
答
）

に
よ
る
と
、「
高
齢
の
従
事
者
が
多
い
た

め
」
49
・
２
％
、「
小
規
模
経
営
で
あ
る

た
め
必
要
が
な
い
た
め
」
36
・
８
％
、「
費

用
に
見
合
う
効
果
が
な
い
た
め
」33
・
１
％

等
が
普
及
の
阻
害
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す

（
図
１
）。

　

農
林
水
産
分
野
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ
の
利
活

IT利活用を推進していくために
－ 「農業分野におけるIT利活用に関する意識・意向調査」の結果から －

高
齢
の
従
事
者
が
多
い

Ｉ
Ｔ
の
利
活
用
に
精
通
し
た

サ
ポ
ー
ト
人
材
の
充
実

わ
49.2％

36.8％

33.1％

28.9％

27.8％

26.6％

18.5％

17.4％

11.5％

4.3％
回答者数：1,062人
　　　　　（100.0％）

0％ 20％ 40％ 60％

図１　農林水産分野においてITの導入が遅れていると言われて
　　　いる原因（３つ回答）

資料：農林水産省「農業分野におけるIT利活用に関する意識・意向調査結果」
　　 （平成24年９月28日公表）
　注：農業者モニター1,269名を対象としたアンケート調査（回収率83.7％）

図２　農林水産分野においてITの利活用を促進するための取組
　　 （３つ回答）

高齢の従事者が多いため

小規模経営であるため必要がないため

費用に見合う効果がないため

何から始めれば良いかわからないため

作業現場で使える機器がないため
収穫物や経営内容によって使い方が異なり導
入しにくいため
情報の入力に手間がかかるため

地域に相談できる人材がいないため
農林水産業者向けソフトウェア・アプリケー
ションが市販されていないため
その他

60.2％

41.1％

38.2％

28.6％

26.3％

25.0％

24.0％

3.0％ 回答者数：1,062人
　　　　　（100.0％）

0％ 20％ 40％ 80％60％

地域において農業分野におけるIT利活用に精
通したサポート人材の充実
地域の営農の実情に応じた農業分野における
IT利用技術の開発、実証

地域での勉強会や意見交換会の企画

タッチパネルなど簡易な入力ツールの開発

IT企業による安価なサービスの提供

IT活用事例の情報提供

国や自治体による支援、施策の情報提供

その他

※農林水産省ホームページ　　　　　http://www.maff.go.jp/
※中国四国農政局ホームページ　　　http://www.maff.go.jp/chushi/
※農林水産省経営局公式　Facebookページ

概要：農業経営に関連する施策や農業経営事例などを配信しています。
　　　農業経営者の方々の経営発展につなげていただけるような情報はもちろ
　　　んのこと、より多くの皆さんに農業経営に興味・関心を持っていただけ
　　　るような情報を分かりやすくお届けします。
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神山新鮮市
●℡／0894-22-3535
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●℡／089-967-5522
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●住／伊予市中山町出淵2-145-3
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澄んだ空気、山の養分、ミネラルもたっぷりの、どすこい農産物
とれたて市 ～Ａコープのむら店～

インショップに週１回の店頭販売も加わり、相乗効果バツグン
神山新鮮市 ～Aコープやわたはま店～

地元のものを地元で食べよう、当たり前が一番おいしい

わくわく市 ～Ａコープなかやま店～

か み や ま

　

Ａ
コ
ー
プ
の
む
ら
店
駐
車
場
の
青
空
市
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
「
と
れ
た
て
市
」
が
常
設
の
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
と
な
っ
て
11
年
目
に
な
り
ま
す
。「
地
産
地
消
の

商
品
が
並
ぶ
こ
と
は
店
に
と
っ
て
も
戦
略
に
な
る
」

と
山
本
店
長
が
言
う
よ
う
に
、
固
定
客
が
つ
く
人
気

の
産
直
市
は
約
90
㎡
の
広
さ
を
確
保
。
１
２
７
名
の
出
荷
者
が
野
村
・
城
川
町
産

を
中
心
に
西
予
市
一
円
か
ら
農
産
物
・
加
工
品
を
運
ん
で
き
ま
す
。
春
先
に
は
フ

キ
ノ
ト
ウ
や
タ
ラ
の
芽
な
ど
自
然
の
恵
み
も
豊
富
。
夏
は
ス
イ
カ
が
圧
巻
だ
っ
た

り
、
き
れ
い
で
新
鮮
な
野
村
の
キ
ュ
ウ
リ
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
漬
物
に
も
ち
ょ

う
ど
い
い
小
ぶ
り
サ
イ
ズ
の
ま
と
め
買
い
な
ど
、
お
い
し
い
も
の
を
お
い
し
い
時

期
に
、
よ
り
手
ご
ろ
な
価
格
で
求
め
ら
れ
ま
す
。

県
知
事
賞
受
賞
者
の
乾
シ
イ
タ
ケ
や
、
地
元
産

新
高
梨
の
ジ
ャ
ム
、
手
づ
く
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
や

味
噌
、
郷
土
の
和
菓
子
巻
き
よ
う
か
ん
な
ど
、

い
つ
も

4

4

4

の
商
品
も
並
ん
で
い
ま
す
。

★★

N

わくわく市

★

★ 神山新鮮市 松
山
自
動
車
道

★★

予
讃
線

伊予市

内子五十崎

大洲

★金山出石寺★金山出石寺

伊予大洲駅

★冨士山★冨士山

大洲北只 大洲市★
大洲総合
運動公園

★
大洲総合
運動公園

予讃
線

西予宇和

予讃線 野村シルク
博物館
野村シルク
博物館

乙亥会館
★
乙亥会館
★

西予市

八幡浜駅

八幡浜市

小薮温泉★小薮温泉★

伊予中山駅伊予中山駅 ★

2929

56
441

197

56

とれたて市

【広域map】

【ピンポイントmap】

【ピンポイントmap】【ピンポイントmap】

あ
い
の
滋
味
が

も
り
だ
く
さ
ん

山

山本　準二さん
（Ａコープのむら店　店長）

「『とれたて市』の近くに地元
商品を陳列、大野ヶ原の土つ
き大根はまとめて仕入れ、水
曜は宇和島漁港直送の鮮魚朝
市など、地元のおいしいもの
がどっさり！！　いかがですか」

56N

Ａコープなかやま店Ａコープなかやま店
わくわく市

４２

★伊予銀行
中山支店
★伊予銀行
中山支店

★
旧中山高
★

旧中山高

★伊予市役所
　中山地域事務所
★伊予市役所
　中山地域事務所

★
中山中
★
中山中

★★
JAえひめ中央
中山支所
JAえひめ中央
中山支所★

JA-SS
★

JA-SS
★

王子の森公園★王子の森公園★

★

N

★
八代中
★

八代中

★
八幡浜工高
★

八幡浜工高

３７８
２５

JAにしうわ★
神山出張所　
JAにしうわ★
神山出張所　JA葬祭★

ルミエール　
にしうわ　

JA葬祭★
ルミエール　
にしうわ　

神山新鮮市

ローソン
★

ローソン
★

Aコープ
やわたはま店
Aコープ
やわたはま店

N★愛宕山公園★愛宕山公園

★とれたて市

４４１

★GS★GS
★

JAひがしうわ
農機センター

★
JAひがしうわ
農機センター

Aコープのむら店Aコープのむら店

★野村郵便局★野村郵便局

★西予市役所
野村支所

★西予市役所
野村支所

★JAひがしうわ
　野村支店
★JAひがしうわ
　野村支店

★乙亥会館★乙亥会館

▲パッケージもオリジナルの乾椎茸

▲�人参は保存がきく商品だけに「葉つきで新鮮
さをアピール！」と、生産者の松田さん

▲�ブルーのカゴは全部、生産者の商品。出荷者層が厚いのが
自慢！

▲�梨本来のシャリシャリ食感が味
わえる梨ジャム。わかるかな
～？　梨のスライス

▲

�地元の冠婚葬祭
に欠かせない巻
きようかん
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中
山
町
周
辺
に
ま
だ

産
直
市
が
な
い
時
代
、

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
中
山

支
所
の
女
性
部
に
よ

り
「“
わ
く
わ
く
”
と

楽
し
み
な
が
ら
農
産
物

の
直
販
コ
ー
ナ
ー
を
や

り
た
い
！
」
と
始
ま
っ

た
「
わ
く
わ
く
市
」
で

す
。
広
さ
は
約
５
㎡
の

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
出
荷

す
る
女
性
部
有
志
は
約

30
名
。
ど
の
園
地
の
農

産
物
か
ま
で
わ
か
る
ほ

ど
、
素
性
の
知
れ
た
安
心
で
安

全
な
品
ば
か
り
で
す
。
お
か
あ

さ
ん
手
づ
く
り
の
漬
物
や
乾

物
、
餅
、
饅
頭
、
昔
懐
か
し
い

駄
菓
子
も
好
評
で
す
。

　

ミ
カ
ン
ど
こ
ろ
八
幡
浜

の
産
直
コ
ー
ナ
ー
「
神
山

新
鮮
市
」
は
平
成
20
年
に

野
菜
と
果
物
を
扱
う
約
７

㎡
の
産
直
コ
ー
ナ
ー
と
し

て
始
ま
り
ま
し
た
。
八
幡

浜
市
内
24
名
の
出
荷
者
は

ミ
カ
ン
農
家
の
方
が
中
心

で
す
。
ミ
カ
ン
の
木
の
下

で
、
ま
た
家
庭
菜
園
で
つ

く
っ
た
農
産
物
は
、
少
量

で
も
種
類
は
豊
富
。

ミ
カ
ン
同
様
に
愛
情

い
っ
ぱ
い
育
て
た
農

作
物
の
数
々
で
す
。

農
業
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
産
直
コ
ー
ナ
ー

安
心
感
を
上
乗
せ
し
た

自
家
用
の
農
作
物

門田　貴利さん
（Aコープやわたはま店　
店長）

「柑橘はもちろん、野
菜、じゃこてん、削り
かまぼこと、八幡浜ら
しい商品を取りそろえ
てお待ちしています」 ▲�「神山」はＡコープのある地区の名。地元

愛がたっぷりの市

　15年前からＡコープ
やわたはま店の店頭で
にぎわうＪＡにしうわ
女性部の「がいな市」
は「神山新鮮市」の前
身ともいえる存在です。
毎週木曜午前中のみ
の開催ながら、楽しみ
に訪れるお客様も多く、
５月23日㈭はＪＡにし
うわ女性部の全12支
部そろって盛大な「15
周年祭」が行われます。

市

▲�じゃこかつ、いも天、コロッ
ケなどが次々と揚がってい
く実演販売

▲「がいな市」は対面販売

毎週木曜「がいな市」

▲�ドアが開けば一番最初に目につく「わくわく市」
▲�中山町のちらしずしは栗がたっぷ
り

山崎　　仁さん
（Aコープなかやま店　副店長）

「新年度はタケノコ、山ブ
キ、椎茸と山の幸を中心に
スタート。夏にかけて新鮮
な葉物野菜も多くなってき
ます。お楽しみに！ 」
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R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

●
資
材
情
報
で
紹
介
さ
れ
た
「
多
目
的
電
気
乾
燥
庫
」
に

興
味
が
わ
き
ま
し
た
。甘
み
も
出
て
、い
つ
で
も
カ
リ
ッ

と
食
べ
ら
れ
る
と
思
う
と
、
楽
し
そ
う
で
す
。
ス
ナ
ッ

ク
感
覚
で
お
や
つ
代
わ
り
に
食
べ
た
い
、
で
も
ち
ょ
っ

と
６
万
円
は
高
い
か
な
あ
。
早
く
普
及
し
、
も
う
少
し

安
く
な
ら
な
い
か
な
あ
と
願
っ
て
い
ま
す
。

	
	

（
西
条
市
・
谷
﨑　

恵
子
さ
ん
）

●
多
目
的
電
気
乾
燥
庫
は
、
と
て
も
便
利
そ
う
で
、
保
存

す
る
の
に
い
い
み
た
い
で
す
ね
。
冷
凍
庫
の
次
は
こ
れ

か
な
？

	
	

（
西
条
市
・
長
谷
川　

光
子
さ
ん
）

●
農
の
風
景
を
読
ん
で
。
お
隣
の
Ｊ
Ａ
周
桑
に
あ
ん
な
素

敵
な
「
パ
ル
フ
ェ
」
と
い
う
か
わ
い
い
お
花
が
あ
っ
た

な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
世
界
で
認
め
ら
れ
た
な

ん
て
す
ご
い
で
す
ね
。

	
	

（
今
治
市
・
岡
本　

妙
子
さ
ん
）

●
エ
ッ
セ
ー
「
私
の
シ
・
ゴ
・
ト
に
つ
い
て
…
」
を
読
ん

で
。
就
職
・
出
産
さ
れ
た
藤
崎
さ
ん
。
ご
主
人
さ
ん
の

一
言
で
病
気
を
乗
り
越
え
ら
れ
、
現
在
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も

設
立
し
、
い
つ
で
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
私

も
毎
日
笑
顔
で
い
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
鏡
を
見
て
、
笑
顔
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か

ら
も
み
ん
な
が
喜
ぶ
楽
し
い
企
画
を
お
願
い
し
ま
す
。

	
	

（
松
山
市
・
松
本　

恵
子
さ
ん
）

●
昨
年
末
念
願
の
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
し
ま
し
た
。
ド
タ

バ
タ
で
い
ろ
い
ろ
な
事
を
じ
っ
く
り
検
討
す
る
間
も
な

く
比
較
も
そ
こ
そ
こ
で
ロ
ー
ン
を
決
め
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、な
ん
と
か
無
事
完
成
し
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
号
の
特
集
を
見
て
い
れ
ば
ま
た
違
っ
て
い
た
の
か

も
…
と
少
し
思
い
ま
し
た
。

　

自
分
は
あ
ま
り
柑
橘
類
を
食
べ
ま
せ
ん
が
、
今
年
は

「
せ
と
か
」
と
「
甘
平
」
を
初
め
て
食
べ
ま
し
た
。
今

ま
で
食
べ
た
柑
橘
の
中
で
一
番
美
味
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
妻
に
「
甘
平
」
は
愛
媛
の
ブ
ラ
ン
ド
だ
と
い
う
こ

と
を
聞
い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
愛
媛
の
ブ
ラ
ン
ド

柑
橘
は
ど
れ
位
あ
る
の
で
し
ょ
う
？
と
て
も
気
に
な
り

ま
す
。

	
	

（
松
山
市
・
福
田　

英
幸
さ
ん
）

●
３
月
号
特
集
「
基
本
は
安
心
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
」
を
読
ん
で
。

現
在
、
分
家
農
家
住
宅
を
建
築
中
で
す
。
高
価
な
買
い

物
で
す
か
ら
、
マ
イ
ホ
ー
ム
建
築
に
つ
い
て
の
税
金
や

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
に
相
談
で
き
る

こ
と
を
知
り
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
Ｊ
Ａ
の
支

所
に
相
談
し
進
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
松
山
市
・
渡
部　

美
奈
さ
ん
）

●
築
１
３
０
年
位
の
我
が
家
は
す
き
ま
風
は
あ
る
し
、
雨

も
り
す
る
し
、
大
き
な
大
黒
柱
に
は
愛
着
が
あ
る
け

ど
、
そ
ろ
そ
ろ
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
に
お
任
せ
し
た
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

花
粉
症
が
今
年
は
特
に
ひ
ど
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

の
ど
は
痛
い
し
、
目
も
鼻
も
ず
ー
っ
と
調
子
が
悪
い
。

早
く
す
っ
き
り
し
た
毎
日
を
過
ご
し
た
い
で
す
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
岡　

葉
子
さ
ん
）

●
今
、
花
粉
散
乱
の
時
期
。
私
は
５
年
位
前
に
、
テ
レ
ビ

で
レ
ン
コ
ン
が
花
粉
症
に
い
い
と
聞
き
、
す
ぐ
に
実

行
。
今
で
は
花
粉
症
が
本
当
に
楽
に
な
り
ま
し
た
。
ま

ず
、
レ
ン
コ
ン
（
も
ち
ろ
ん
Ｊ
Ａ
で
買
っ
た
新
鮮
な
も

の
）
を
輪
切
り
に
ス
ラ
イ
ス
し
て
、
水
と
一
緒
に
鍋
に

入
れ
麦
茶
を
沸
か
す
よ
う
に
、
２
分
く
ら
い
沸
騰
さ
せ

ま
す
。そ
の
レ
ン
コ
ン
水
を
３
食
の
食
前
に
飲
み
ま
す
。

煮
出
し
た
レ
ン
コ
ン
は
調
理
し
て
食
べ
て
い
ま
す
。
花

粉
が
散
乱
す
る
時
期
に
早
め
に
飲
む
方
が
よ
い
と
思
い

ま
す
。
今
で
は
薬
も
ほ
と
ん
ど
飲
ま
な
い
し
、
病
院
に

も
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
私
に
と
っ
て
は
レ
ン
コ
ン
様
々

で
す
。

	
	

（
今
治
市
・
阿
部　

峰
之
さ
ん
）

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

３
月
号
の
答
え
は
「
１
２
７
２
億
円
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

朝
井　

邦
子
さ
ん
（
西
予
市
）　　

仙
波　

英
昭
さ
ん
（
新
居
浜
市
）

田
村
恵
美
子
さ
ん
（
今
治
市
）　　

越
智　

伸
恭
さ
ん
（
今
治
市
）

山
田　

年
浩
さ
ん
（
松
山
市
）　　

越
智　

信
晴
さ
ん
（
今
治
市
）

原　
　

智
裕
さ
ん
（
上
島
町
）　　

長
井　

海
都
さ
ん
（
西
条
市
）

成
田　

明
美
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）　

常
川　

有
加
さ
ん
（
伊
予
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
25
年
６
月
17
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
〜
ど
」
７
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法★「オレンジロード」の集大成

として、ＪＡ全農えひめは４
月14日の「オレンジデー」に
向けて様々なイベントを開催
しました（７ページで紹介）。
この他にオレンジデーに合わ
せてイベントを実施する百貨
店も出てくるなど、徐々にで
はありますが、記念日として
浸透しつつあります。また各
種媒体からＪＡ全農えひめに
問い合わせも入っており、「オ
レンジデーといえば愛媛＝柑
橘」といったイメージも定着
しつつあるようです。
　リーダーズ通信内のイベント
情報コーナーへの情報提供を
お願いします	 （正直）

■「リジェール松山屋上ビアガーデン」
　◇期間：5月９日㈭～９月30日㈪17：30 ～21：00
　　　　　〈定休日〉日曜・祝日、盆休み（8/15）
■「新茶祭り」
◇日時：５月18日㈯～19日㈰
◇場所：ＪＡグリーンえひめ（東温市）
◇内容：	愛媛県茶業振興協議会が、県内４産地の今年産

新茶とお茶を使ったお菓子の試飲・試食販売を
行います。

■「いよっこら８周年感謝祭」
◇日時：５月25日㈯～26日㈰
◇場所：	ファーマーズマーケットいよっこら（伊予市）
◇内容：	店名にちなんで1,456円以上お買い上げの方先着

各500人／日に粗品進呈のほか、出荷会員参加に
よる各種イベントや実演・試食販売等を行いま
す。

※	ＪＡ・読者の方から提供のあったイベント情報を掲載
します。

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
は
、
６
月
末
ま
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
中
で
す
。
今
年
は
ひ
め
ラ
イ
ス
ブ
ラ
ン
ド
が
誕

生
し
て
何
周
年
で
し
ょ
う
か
？ 

「
○
○
周
年
」

イベント情報
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約271kcal
豚モモ肉・スライス	 400ｇ
塩	 適量
コショウ	 適量
玉ネギ	 1/2個
タケノコ（水煮でも可）	 120 ～130ｇ
ピーマン	 ２個
人参	 1/2本
梅干し	 50ｇ
油	 適量
　酢	 大さじ４
　砂糖	 大さじ４
　醤油	 大さじ２
　スープ（中華）	 90㏄
　片栗粉	 大さじ１

〈作り方〉
①　豚モモ肉はブロックのまま塩をすり込み、
ラップで包み（または、ジップロックでも可）、
一晩寝かせる。
②　スープを沸かして、①の1/6分の薄切りと、
ゆがいたチンゲンサイを入れて、ひと煮立ちす
れば出来上がり。好みでクコの実を浮かべる。

※①の塩豚はそのまま冷蔵庫で１週間ほど保存可
能。
※①の塩豚は薄切りにし、ソテーにしてもおいし
い。

塩豚＆塩豚スープ 梅酢豚豚シャブサラダワカメソース

〈作り方〉
①　豚モモ肉は適当な長さに切り、塩・コショウ
をして片栗粉を薄くまぶし、沸騰した湯にくぐ
らせて水にとる。

②　ワカメは水で戻し、絞っておく。
③　サニーレタス、長芋、パプリカは千切り。
④　ワカメとⒶの調味料をミキサーにかけて、な
めらかなソースにする。

⑤　皿に①と③を彩りよく盛りつけ、④をかける。

〈作り方〉
①　豚モモ肉は塩・コショウをしてくるくると巻
く。

②　玉ネギ、タケノコ、ピーマン、人参は一口大
に切る。人参は茹でておく。

③　粗くほぐした梅干しとⒶの調味料を合わせ
る。

④　①の豚肉の巻き終わりを下にして、油を熱し
たフライパンで焼く。

⑤　④に②を加えて炒め合わせ、③を加え、トロ
ミがつけば火をとめ、盛りつける。

〈材料・４人分〉　　
※塩豚スープは1人あたり約183kcal
豚モモ肉・ブロック	 600ｇ
塩	 小さじ1/4

【塩豚スープ】
塩豚スライス	 100ｇ
チンゲンサイ	 １株
スープ	 600㏄

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約360kcal
豚モモ肉・スライス	 400ｇ
塩	 適量
コショウ	 適量
片栗粉	 適量
ワカメ（乾燥）	 ６ｇ
サニーレタス	 ４枚
長芋	 150ｇ
赤パプリカ	 60ｇ
　醤油	 大さじ４
　酢	 大さじ３
　砂糖	 小さじ２
　ゴマ油	 大さじ３
　ラー油	 大さじ１

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大西　望先生

▲

（
左
）
豚
シ
ャ
ブ
サ
ラ
ダ
ワ
カ
メ
ソ
ー
ス
、（
後
方
２
品
）
塩
豚
＆
塩
豚
ス
ー
プ
、

（
右
）
梅
酢
豚

Ⓐ
Ⓐ

①伯方の塩と瀬戸内産の夏みかんを使用した熱中対策にぴったりの
飲料です。

②体液とほぼ等しい浸透圧に仕上げたアイソトニックタイプの飲料
です。

③カロリーが気になる人もゴクゴク飲みやすい、カロリーオフ仕上
げです。

④安心の原料で、お子様にも美味しく飲んでいただけます。

『伯方の塩と瀬戸内で育った夏みかんを使用』

〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com
〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com

５月20日新発売！ 　 伯方塩業㈱「伯方の塩」とのコラボレート商品５月20日新発売！ 　 伯方塩業㈱「伯方の塩」とのコラボレート商品５月20日新発売！ 　 伯方塩業㈱「伯方の塩」とのコラボレート商品

POM 塩と夏みかんPOM 塩と夏みかんPOM 塩と夏みかん

【果汁10％未満】 490ml 900ml

脂肪が少なく、やわらかい
ほんのり甘く、旨みは格別

今月の素材

豚モモ肉（ふれ愛・媛ポーク）

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。


	表1
	表2
	01
	02-05
	06-07
	08-09
	10-11
	12
	13
	14-15
	16
	表3
	表4



